
り
そ
な
問
題
に
み
る

金
融
行
政
の
矛
盾
と
課
題
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鋼 晴韻

こ
の
原
稿
を
執
筆
し
て
い
る
最
中

（６
月
ｍ
日
）
に
、
り
そ
な
銀
行
に
対
す

る

一
兆
九
六
〇
〇
億
円
も
の
公
的
資
金

投
入
が
認
可
さ
れ
た
。
過
去
三
回
分
も

合
算
す
る
と
、
り
そ
な
グ
ル
ー
プ
に
投

入
さ
れ
た
公
的
資
金
は
三
兆

一
二
八
〇

億
円
に
の
ぼ
る
。

り
そ
な
銀
行
は
埼
玉
、
協
和
が
合
併

（９．
年
４
月
）
し
て
誕
生
し
た
「あ
さ
ひ
」

と

「大
和
」
の
二
行
が
０３
年
３
月
に
合

併

・
再
編
し
て
誕
生
し
た
。
し
か
し
、

今
思
い
起
こ
す
と
、
あ
さ
ひ
は
な
ぜ
、

Ｕ
Ｆ
Ｊ
グ
ル
ー
プ
か
ら
離
脱

（００
年
６

月
）
し
、
街
径

っ
た
挙
げ
句
に
大
和
と

の
合
併
を
選
択
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

金
融
行
政
の
延
長
線
上
の
行
動
と
し

て
、
金
融
機
関
の
合
併

・
再
編
に
容
味

す
る
の
は
金
融
当
局
の
常
套
手
段
で
あ

る
。
大
和
救
済
の
た
め
に
、
あ
さ
ひ
を

Ｕ
Ｆ
Ｊ
か
ら
離
脱
さ
せ
、
大
和
と
の
合

併
を
促
し
た
、
と
い
う
説
も
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
当
時
の
あ
さ
ひ
も
追
い
込
ま

れ
た
状
況
で
あ

っ
た
が
、
フ
タ
を
開
け

て
み
れ
ば
、
あ
さ
ひ
は
大
和
と
の
比
較

で
相
対
的
に
健
全
度
が
高
か
っ
た
。
と

り
わ
け
旧
埼
玉
出
身
の
行
員
は
釈
然
と

し
な
い
気
持
ち
で
あ
ろ
う
。

大
和
の
財
務
内
容
は
、
相
当
劣
悪
で

あ

っ
た
こ
と
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な

っ

て
き
て
い
る
。
都
銀
の
中
で
唯

一
の
信

託
併
営
行
で
あ
り
、
大
阪
府
の
指
定
金

融
機
関
で
も
あ

っ
た
大
和
は
、
金
融
当

局
と
は
特
別
な
関
係
だ
っ
た
。
大
和
の

信
託
勘
定
や
子
会
社
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
の
中
に
は
、
裁
量
的
金
融
行
政
の
副

産
物
と
も
言
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
案
件
が

隠
さ
れ
て
い
た
。

大
和
は
、
住
友
、
三
和
が
東
京

へ
軸

足
を
移
す
な
か
、
大
阪
を
拠
点
と
す
る

都
銀
と
し
て
関
西
地
区
の
問
題
地
銀
等

の
受
け
入
れ
に
も
積
極
的
に
応
じ
て
き

た
。
そ
う
し
た
こ
と
が
、
金
融
当
局
と

の
密
接
な
つ
な
が
り
を
形
成
し
、
馴
れ

合
い
的
な
関
係
を
強
め
た
と
い
え
る
。

勝
田
泰
久
前
頭
取
が
５
月
１７
日
の
記
者

会
見
で
発
し
た

「背
信
行
為
だ
」
と
い

う
言
葉
は
、
監
査
法
人
に
で
は
な
く
、

金
融
当
局
に
投
げ
か
け
ら
れ
た
も
の
で

は
な
か

っ
た
か
。

本
稿
で
は
、
今
回
の
事
態
を
招
来
し

た
金
融
行
政
の
矛
盾
と
今
後
の
課
題
を

整
理
す
る
。

「虚
構
」
が
も
た
ら
し
た

現
在
の
金
融
危
機

言
う
ま
で
も
な
く
、
今
回
の
り
そ
な

問
題
は
突
発
的
に
生
じ
た
わ
け
で
は
な

い
。
過
去
の
金
融
行
政
が
作
り
上
げ
た

「虚
構
」
が
今
日
の
危
機
を
も
た
ら
し

た
。
９７
年
か
ら
９８
年
に
か
け
て
北
海
道

拓
殖
銀
行
、
日
本
長
期
信
用
銀
行
、
日

本
債
券
信
用
銀
行
が
相
次
い
で
破
綻
。

そ
の
う
ち
、
長
銀
と
日
債
銀
は
金
融
再

生
法

（９８
年
１０
月
成
立

・
施
行
）
に
よ

っ
て
固
有
銀
行
（特
別
公
的
管
理
銀
行
）

と
な
り
、
経
営
陣
辞
任
、
株
式
減
資
な

ど
の
処
置
の
後
、
外
資
フ
ァ
ン
ド
等

ヘ

の
譲
渡
に
よ

っ
て
再
民
営
化
さ
れ
、
今

日
に
至

っ
て
い
る
。
両
行
の
保
有
す
る

貸
出
債
権
は
適
資
産
と
不
適
資
産
に
分

け
ら
れ
、
不
適
資
産
は
現
在
の
整
理
回

収
機
構

（Ｒ
Ｃ
Ｃ
）
に
移
管
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
９８
年
３
月
に
は
金
融
安
定

化
法

（９８
年
２
月
同
）
に
基
づ
い
て
大

手
二

一
行

（う
ち
地
銀
三
行
）
に

一
兆

八

一
五
六
億
円
、
９９
年
３
月
に
は
金
融

早
期
健
全
化
法

（９８
年
１０
月
同
）
に
よ

っ
て
大
手

一
五
行
に
七
兆
四
五
九
二
億

円
の
公
的
資
金
が
投
入
さ
れ
た
。
三
度

に
わ
た
る
公
的
資
金
投
入
を
経
て
、
金

融
当
局
は

「銀
行
は
健
全
化
さ
れ
、
金

融
危
機
は
去

っ
た
」
と
い
う

「虚
構
」

を
構
築
し
た
。
そ
れ
が
今
日
の
事
態
の

遠
因
で
あ
る
。

実
際
に
は
、
破
綻
し
た
三
行
以
外
も

深
刻
な
不
良
債
権
問
題
を
抱
え
て
お

り
、
投
入
さ
れ
た
公
的
資
金
は
ゼ
ネ
コ

ン
な
ど

一
部
大
企
業
の
債
権
放
棄
の
原

資
と
な

っ
た
。
９７
年
以
降
の
金
融
行
政
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